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俳
句
雑
誌
『
ホ
ト
ト
ギ
ス
』
と
石
井
鶴
三
─
─
石
井
鶴
三
宛
高
浜
虚
子
書
簡
か
ら

若　

松　

伸　

哉　
（
愛
媛
大
学
教
育
学
部
）

　
　
　

は
じ
め
に

　

信
州
大
学
蔵
石
井
鶴
三
関
連
資
料
か
ら
今
回
新
た
に
三
通
の
石
井
鶴
三
宛
高

浜
虚
子
書
簡
が
発
見
さ
れ
た
。

　

石
井
鶴
三
は
彫
刻
家
と
し
て
知
ら
れ
る
が
、
著
名
な
画
家･

石
井
柏
亭
を
兄

に
持
ち
、
鶴
三
自
身
も
彫
刻
だ
け
で
な
く
、
多
く
の
絵
画
の
仕
事
も
残
し
て
い

る
。
一
方
、
高
浜
虚
子
は
説
明
す
る
ま
で
も
な
く
正
岡
子
規
の
弟
子
と
し
て
高

名
な
俳
人
で
、
俳
句
雑
誌
『
ホ
ト
ト
ギ
ス
』
を
主
宰
し
、
発
展
さ
せ
た
人
物
で

も
あ
る
。
こ
の
両
者
の
最
も
大
き
な
接
点
は
、
鶴
三
の
手
に
よ
る
虚
子
胸
像

の
制
作
で
あ
る
。
そ
の
胸
像
制
作
と
は
雑
誌
『
ホ
ト
ト
ギ
ス
』
の
五
〇
〇
号

（
一
九
三
八
年
四
月
号
）
を
記
念
し
て
企
画
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、『
ホ
ト
ト
ギ

ス
』
五
〇
〇
号
記
念
号
の
座
談
会
「
虚
子
の
胸
像
製
作
者
た
る
石
井
鶴
三
を
囲

み
て
」
で
の
虚
子
の
発
言
の
な
か
に
二
人
の
交
流
の
発
端
が
語
ら
れ
て
い
る
。

　

私
は
彫
刻
家
と
云
わ
れ
る
人
を
余
り
沢
山
知
っ
て
居
な
い
の
で
す
。
其

の
中
で
石
井
鶴
三
君
は
以
前
、
一
〇
年
許
り
前
に
東
京
日
日
、
大
阪
毎
日

新
聞
で
「
日
本
新
八
景
」
を
募
っ
た
時
分
に
席
を
同
じ
う
し
た
こ
と
が
あ

っ
て
、其
の
時
分
か
ら
信
頼
し
て
居
っ
た
の
で
あ
り
ま
す
。
其
の
後
一
、二

回
展
覧
会
で
作
品
を
観
た
こ
と
も
あ
り
、
ま
た
新
聞
紙
上
で
挿
絵
を
常
に

見
て
居
り
も
し
、
そ
れ
か
ら
又
「
東マ
マ

京
繁
昌
記
」
と
い
う
文
章
を
日
日
新

聞
紙
上
に
掲
げ
る
時
分
に
、
私
の
「
丸
の
内
」
と
い
う
文
章
の
挿
絵
を
描

い
て
も
ら
っ
た
こ
と
も
あ
る
し
、
其
の
芸
術
に
対
す
る
理
解
も
多
少
出
来

て
い
る
処
か
ら
、
像
を
作
る
と
い
う
話
に
な
る
の
な
ら
ば
石
井
君
を
煩
し

度
い
と
考
え
つ
い
た
次
第
で
あ
り
ま
す
（
１
）
。

　

虚
子
自
身
に
よ
る
こ
の
言
葉
に
よ
れ
ば
、
一
九
二
七
（
昭
和
2
）
年
に
東
京

日
日･

大
阪
毎
日
新
聞
が
大
々
的
に
企
画
し
た
「
日
本
新
八
景
」
に
よ
っ
て
二

人
は
顔
を
合
わ
せ
て
い
る
。「
日
本
新
八
景
」
は
日
本
を
代
表
す
る
景
勝
地
を

一
般
投
票
を
も
と
に
選
定
す
る
企
画
で
、
虚
子
と
鶴
三
は
同
年
六
月
に
と
も
に

そ
の
選
定
委
員
に
な
っ
て
い
る
。
当
時
の
鶴
三
の
印
象
を
虚
子
は『
虚
子
自
伝
』

（
一
九
五
五･

四
、
朝
日
新
聞
社
）
の
「
私
の
胸
像
」
に
お
い
て
次
の
よ
う
に

回
想
し
て
い
る
。

毎
日
新
聞
で
日
本
八
景
を
募
つ
た
時
分
に
、
私
は
花
巻
温
泉
や
高
田
松
原

や
木
曽
川
等
を
社
か
ら
依
嘱
さ
れ
た
の
で
見
に
行
つ
た
。
鶴
三
氏
は
立
山

を
見
に
行
つ
た
。
さ
う
し
て
八
景
の
選
定
に
当
つ
て
氏
は
立
山
を
推
し

た
。
一
部
の
も
の
は
そ
れ
に
不
賛
成
で
あ
つ
た
。
氏
は
断
じ
て
譲
ら
な
か

つ
た
。
訥
々
と
し
て
主
張
し
た
。
反
対
の
声
が
起
る
た
び
に
其
の
主
張
を

繰
り
返
し
た
。
遂
に
立
山
は
八
景
の
中
に
当
選
し
た
や
う
に
思
ふ
。
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こ
の
鶴
三
の
態
度
は
虚
子
に
強
い
印
象
を
与
え
た
よ
う
で
あ
る
。
そ
し
て
こ

れ
も
先
の
座
談
会
で
虚
子
が
触
れ
て
い
る
が
、「
大
東
京
繁
昌
記
」
に
お
け
る
虚

子
「
丸
の
内
」
の
挿
絵
は
鶴
三
が
担
当
し
て
い
る
。
な
お
、虚
子
「
丸
の
内
」
の

連
載
は
「
日
本
新
八
景
」
と
同
年
（
一
九
二
七
年
）
の
三
月
で
、
翌
年
の
「
大

東
京
繁
昌
記
」
の
単
行
本
化
に
際
し
て
は
鶴
三
の
挿
絵
は
掲
載
さ
れ
て
い
な
い
。

　

い
ず
れ
に
せ
よ
こ
れ
ら
の
縁
や
鶴
三
の
芸
術
に
対
す
る
虚
子
の
信
頼
も
あ

っ
て
、
虚
子
自
身
の
指
名
に
よ
る
、『
ホ
ト
ト
ギ
ス
』
五
〇
〇
号
を
記
念
し
た

胸
像
制
作
の
依
頼
へ
と
つ
な
が
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

　

鶴
三
と
虚
子
の
も
う
一
つ
の
大
き
な
関
わ
り
は
、
虚
子
の
死
の
直
後
に
訪
れ

て
い
る
。
一
九
五
九
（
昭
和
34
）
年
四
月
八
日
、
虚
子
が
八
五
歳
で
没
す
る
と
、

鶴
三
は
そ
の
デ
ス
マ
ス
ク
制
作
を
手
が
け
て
い
る
。
翌
四
月
九
日
の
鶴
三
の
日

記
に
は
次
の
よ
う
な
記
述
が
見
え
る
。

　

夕
方
鎌
倉
高
浜
家
三
宅
氏
よ
り
電
話
デ
ス
マ
ス
ク
と
っ
て
く
れ
ぬ
か

と
の
話　

石
川
季
彦
氏
に
電
話
し
同
道
ゆ
く
こ
と
と
し
六･

二
〇
発
ゆ
く

　

七･

三
〇
着
八
時
少
し
過
ぎ
か
ら
か
か
り
九･

三
〇
終
る

（
２
）

　

鶴
三
は
虚
子
の
死
の
翌
日
に
デ
ス
マ
ス
ク
の
石
膏
を
と
る
た
め
鎌
倉
の
虚

子
宅
を
訪
れ
て
い
る
。
な
お
、
デ
ス
マ
ス
ク
は
同
年
四
月
一
三
日
に
出
来
上
が

り
、完
成
し
た
鶴
三
作
の
虚
子
デ
ス
マ
ス
ク
は
『
ホ
ト
ト
ギ
ス
』
一
九
六
〇
（
昭

35
）
年
四
月
号
（「
虚
子
一
周
忌
特
輯
」）
の
口
絵
と
し
て
も
写
真
掲
載
さ
れ
て

い
る
。
デ
ス
マ
ス
ク
制
作
と
い
う
事
実
を
見
て
も
虚
子
や
そ
の
周
囲
か
ら
の
鶴

三
へ
の
信
頼
が
う
か
が
え
る
。

　

鶴
三
の
兄･

石
井
柏
亭
は
、
明
治
期
の
初
期
『
ホ
ト
ト
ギ
ス
』
の
頃
か
ら
挿

絵
を
寄
せ
る
な
ど
、『
ホ
ト
ト
ギ
ス
』
や
虚
子
に
と
っ
て
重
要
な
人
物
な
の
だ

が
、
弟
の
鶴
三
も
ま
た
、
こ
の
よ
う
に
虚
子
の
人
生
の
節
目
を
彩
っ
た
重
要
な

関
係
人
物
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。

　
　
　
石
井
鶴
三
宛
高
浜
虚
子
書
簡
三
通
・
解
題

　

さ
て
、
石
井
鶴
三
と
高
浜
虚
子
の
大
き
な
接
点
を
述
べ
た
が
、
本
稿
は
今
回

確
認
さ
れ
た
石
井
鶴
三
宛
高
浜
虚
子
書
簡
三
点
を
紹
介
す
る
こ
と
を
目
的
と

し
て
い
る
。
以
下
、
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
の
内
容
お
よ
び
解
題
を
掲
げ
る
。

１
、
石
井
鶴
三
宛
高
浜
虚
子
書
簡
（
仮
番
号
［
書
６
─
９
４
］）

　

書
簡
の
内
容
に
つ
い
て
は
次
の
通
り
。

　

拝
啓　

愈
々
御
清
祥
之
段
奉
賀
候

　

偖
て
御
繁
多
の
折
柄
寔
に
乍
恐
縮
ホ
ト
ト
ギ
ス

三
月
号
に
口
絵
御
執
筆
賜
度
御
依
頼
申
上

候　
　

何
卒
御
繰
合
せ
御
承
諾
賜
り
度
懇
願
仕
候
。

　

期
日
は
一
月
廿
日
頃
ま
で
に
御
恵
投
願
は
れ
ま
す

れ
ば
幸
甚
に
御
座
候
。
五
色
程
度
の
も
の
を
希
望

致
し
居
り
候
間
乍
勝
手
何
分
の
御
都
合
の
ほ
ど
お
洩

し
願
度
お
待
ち
申
上
げ
候　
　
　
　
　
　
　
　

敬
具

　
　
　
　

十
二
月
十
七
日        

高
浜
虚
子

　

石
井
鶴
三
様

　
　

追
伸

　

尚
ほ
御
礼
の
儀
は
十
円
と
定
め
て
を
り
ま
す
の

で
、
此
の
点
も
お
含
み
置
き
願
ひ
度
く
存
じ
ま
す
。
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書
簡
の
宛
先
は
「
板
橋
区
板
橋
町
三
ノ
二
六
二
／
石
井
鶴
三
様
」、
消
印
が

は
っ
き
り
判
読
で
き
ず
、
年
次
は
読
み
取
れ
な
い
が
、
日
付
は
一
二
月
一
七
日
。

差
出
人
は
「
東
京
市
麹
町
区
丸
ノ
内
二
丁
目
二
番
地
／
丸
ノ
内
ビ
ル
デ
ィ
ン
グ

八
階
八
七
六
区
／
ホ
ト
ト
ギ
ス
発
行
所
／
高
浜
虚
子
」
と
な
っ
て
い
る
。

　

こ
の
書
簡
は
『
ホ
ト
ト
ギ
ス
』
三
月
号
の
口
絵
を
依
頼
す
る
内
容
と
な
っ
て

お
り
、
次
の
［
書
６
─
９
６
］
と
対
に
な
っ
て
い
る
（
詳
し
く
は
後
段
参
照
）。

封
筒
の
消
印
か
ら
年
次
が
判
読
で
き
な
い
の
だ
が
、
次
の
書
簡
と
の
関
連
か
ら

判
断
す
れ
ば
、
本
書
簡
の
年
次
は
一
九
四
〇
（
昭
15
）
年
で
間
違
い
な
い
と
思

わ
れ
る
。
次
の
書
簡
を
見
て
み
た
い
。

２
、
石
井
鶴
三
宛
高
浜
虚
子
書
簡
（
仮
番
号
［
書
６
─
９
６
］）

御
手
紙
難
有
拝
見
仕
候
、
先
般
は
口
絵
御
恵
投
被
下
誠

に
難
有
存
候
。
大
変
心
地
よ
き
絵
に
て
大
に
光
彩
を
添

へ
候
こ
と
ゝ
存
候
。
厚
く
御
礼
申
上
候
。

又
吟
行
僧　

御
気
に
掛
け
ら
れ
、
近
々
御
着
手
被
下
候
由
、
材

料
欠
乏
の
折
、
御
好
意
感
謝
仕
候
。
決
し
て
急
ぐ
こ
と
に
は

無
之
候
に
つ
き
、
御
無
理
な
さ
ら
ぬ
や
う
願
上
候
。　

橙
黄
子
は
ま
こ
と
に
気
の
毒
の
こ
と
を
致
し
申
候
。
三
宅
清

三
郎
は
神
戸
の
安
田
銀
行
支
店
長
と
し
て
近
々
赴
任
、
祝

に
明
日
は
其
送
別
句
会
有
之
候
。　

御
手
紙
明
日
持
参
し
可
申
候
。

不
取
敢
い
ろ
〳
〵
御
礼
迄　

匆
々
不
一
［
改
ペ
ー
ジ
］

　

二
月
四
日　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

高
浜
虚
子

石
井
鶴
三
様

　

令
閨
に
よ
ろ
し
く
御
鶴
声
願
上
候
。

　

書
簡
の
宛
先
は
「
板
橋
区
板
橋
町
三
ノ
二
六
二
／
石
井
鶴
三
様
」、
消
印
か

ら
日
付
が
一
九
四
一
（
昭
16
）
年
二
月
四
日
と
い
う
こ
と
が
わ
か
る
。
差
出
人

は
「
東
京
市
麹
町
区
丸
ノ
内
二
丁
目
二
番
地
／
丸
ノ
内
ビ
ル
デ
ィ
ン
グ
八
階

八
七
六
区
／
ホ
ト
ト
ギ
ス
発
行
所
／
高
浜
虚
子
」。

　

前
書
簡
で
の
依
頼
に
応
じ
て
鶴
三
が
描
い
た
絵
を
受
け
取
っ
た
虚
子
が
感

謝
を
述
べ
る
内
容
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
二
通
の
や
り
と
り
を
裏
付
け
る
よ
う

に
、
一
九
四
一
年
三
月
号
の
『
ホ
ト
ト
ギ
ス
』
に
鶴
三
の
口
絵
が
使
用
さ
れ
て

い
る
（
本
稿
末
【
写
真
①
】
参
照
）。
ち
な
み
に
二
月
後
の
一
九
四
一
年
五
月

号
の
『
ホ
ト
ト
ギ
ス
』
口
絵
は
兄
の
石
井
柏
亭
が
描
い
て
い
る
。

　

な
お
、
本
書
簡
に
書
か
れ
て
い
る
「
橙
黄
子
」
は
楠く
す

目め

橙と
う

黄こ
う

子し

を
指
し
て
い

る
。
ま
た
、
同
書
簡
中
に
は
「
神
戸
の
安
田
銀
行
支
店
長
と
し
て
近
々
赴
任
」

す
る
人
物
と
し
て
「
三
宅
清
三
郎
」
の
名
前
も
出
て
い
る
。
楠
目
橙
黄
子
も
三

宅
清
三
郎
も
『
ホ
ト
ト
ギ
ス
』
同
人
。
橙
黄
子
は
一
八
八
九
（
明
22
）
年
高
知

県
生
ま
れ
で
、
建
設
会
社
間
は
ざ
ま

組ぐ
み

に
勤
め
、
朝
鮮
支
店
長
や
副
社
長
な
ど
に
任

じ
ら
れ
て
い
る
。
一
九
一
五
（
大
4
）
年
以
降
、『
ホ
ト
ト
ギ
ス
』
を
通
し
て

虚
子
の
指
導
を
受
け
、
一
九
二
七
（
昭
2
）
年
に
は
『
ホ
ト
ト
ギ
ス
』
同
人
に

推
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
間
組
副
社
長
在
任
中
の
一
九
四
〇
（
昭
15
）
年
五
月

に
肺
炎
の
た
め
病
没
し
て
い
る
。「
橙
黄
子
は
ま
こ
と
に
気
の
毒
の
こ
と
を
致

し
申
候
」
と
の
書
簡
の
言
葉
は
、
そ
の
死
に
つ
い
て
述
べ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

　

三
宅
清
三
郎
は
一
八
九
八
（
明
31
）
年
岡
山
県
生
ま
れ
、
戦
前
は
安
田
銀

行
を
主
と
し
た
安
田
関
係
行
社
に
勤
務
し
、
戦
後
は
銀
座
三
楽
堂
と
い
う
画

廊
を
経
営
し
て
い
る
。
三
宅
は
一
九
二
二
（
大
11
）
年
よ
り
虚
子
門
下
と
な
り
、

一
九
三
二
（
昭
7
）
年
に
『
ホ
ト
ト
ギ
ス
』
同
人
と
な
っ
て
い
る
。

　

実
は
冒
頭
に
述
べ
た
『
ホ
ト
ト
ギ
ス
』
五
〇
〇
号
記
念
の
虚
子
胸
像
制
作
企

画
の
際
、
鶴
三
に
直
接
依
頼
を
し
た
の
が
、
こ
の
楠
目
橙
黄
子
と
三
宅
清
三
郎
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の
両
名
で
あ
る
（
な
お
、
虚
子
没
後
の
デ
ス
マ
ス
ク
の
依
頼
を
し
て
き
た
「
高

浜
家
三
宅
氏
」
と
は
お
そ
ら
く
三
宅
清
三
郎
を
指
し
て
い
る
）。
座
談
会
「
虚
子

の
胸
像
製
作
者
た
る
石
井
鶴
三
を
囲
み
て
」（
前
掲
）
で
は
、「
橙
黄
子･

清
三

郎
両
君
の
石
井
さ
ん
に
誠
意
を
籠
め
て
何
等
邪
念
無
く
懇
願
さ
れ
た
結
果
、
石

井
さ
ん
も
忙
し
い
中
に
実
に
気
持
良
く
お
引
請
け
下
さ
っ
た
」
と
の
赤
星
水す
い

竹ち
く

居き
ょ

の
言
葉
が
あ
り
、
ま
た
同
座
談
会
で
は
石
井
鶴
三
自
身
も
「
昨
年
の
夏
楠
目

さ
ん
と
三
宅
さ
ん
と
か
ら
、
高
浜
先
生
の
胸
像
を
作
っ
て
呉
れ
ま
い
か
と
の
お

話
が
あ
っ
た
」
と
発
言
し
て
い
る
（
３
）

。

　

鶴
三
の
一
九
四
一
年
二
月
三
日
の
日
記
に
は「
ホ
ト
ト
ギ
ス
口
絵
画
稿
送
る（
４
）」

と
あ
る
が
、
こ
の
と
き
に
添
え
た
で
あ
ろ
う
鶴
三
の
書
簡
は
現
時
点
で
確
認
で

き
て
い
な
い
。
し
か
し
、口
絵
の
返
礼
と
な
っ
て
い
る
虚
子
の
［
書
６
─
９
６
］

の
内
容
を
見
る
限
り
、
虚
子
胸
像
依
頼
に
際
し
て
交
渉
役
を
務
め
た
楠
目
橙
黄

子
の
死
に
つ
い
て
、
鶴
三
は
口
絵
に
添
え
た
手
紙
の
な
か
で
何
ら
か
の
言
葉
を

記
し
た
の
で
は
な
い
か
と
想
像
さ
れ
る
。

３
、
石
井
鶴
三
宛
高
浜
虚
子
書
簡
（
仮
番
号
［
高
田
馬
場
５
─
４
］）

拝
啓
。
久
し
く
御
無
音
仕
候
。
私
事
目
下
表
記
の
と
こ
ろ
に
罷
在
候
。

十
六
日
頃
上
京
、
丸
ビ
ル
の
ホ
ト
ト
キ
ス
発
行
所
へ
参
る
積
り
に
候
、
併
し

す
ぐ
又
当
地
へ
帰
り
候
、

申
か
ね
候
へ
ど
も
ホ
ト
ヽ
ギ
ス
表
紙
御
揮
毫
の
義
願
の
こ
と
相
成

間
敷
哉
。［
目
下　

右
傍
挿
入
］僅
に
十
六
頁
位
の
パ
ン
フ
レ
ツ
ト
程
度
の
も
の

を
出
し
居
り

候
に
つ
き
、
前
に
厚
い
表
紙
を
つ
け
る
わ
け
に
参
ら
ず
、
本
文
と
共
刷
8

8

り

の
も
の
に
有
之
候
。
菊
一
頁
大
の
も
の
に
非
ず
、
半
頁
8

8

位
に
願
度
候
。

新
聞
の
挿
画
の
や
う
な
も
の
に
て
、
俳
人
の
顔
を
五
六
人
見
え
坊
で
書
い
て
頂

く
の
も
面
白
い
か
と
存
候
。
併
し
そ
れ
は
御
考
に
任
せ
候
。
今
月
の
末
迄

に
願
ふ
こ
と
相
成
間
敷
哉
。御
多
用
と
は
存
候
へ
ど
も
折
入
つ
て
奉
願
候　
［
改

ペ
ー
ジ
］

御
諾
否
封
中
の
葉
書
に
て
御
一
報
奉
願
候
。
左
の
所
に
奉
願
候
。

　
　

埼
玉
県
北
埼
玉
郡
不
動
岡
町
、
岡
安
迷
子
方

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ホ
ト
ト
キ
ス
仮
事
務
所

奥
様
に
よ
ろ
し
く
奉
願
候
、
敬
具

　
　

十
月
八
日　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

高
浜
虚
子

　

石
井
鶴
三
様

　

本
書
簡
は
封
筒
は
残
っ
て
お
ら
ず
、
便
箋
の
み
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
消
印

等
か
ら
年
次
を
確
認
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
し
か
し
そ
の
内
容
は
鶴
三
に
対

し
て
『
ホ
ト
ト
ギ
ス
』
表
紙
絵
を
依
頼
す
る
文
面
と
な
っ
て
お
り
、
一
九
四
六

（
昭
21
）
年
の
『
ホ
ト
ト
ギ
ス
』
一
～
一
一
月
号
が
鶴
三
の
絵
を
表
紙
に
使
用
し

て
い
る
こ
と
か
ら
考
え
れ
ば
、
本
書
簡
が
書
か
れ
た
の
は
一
九
四
五
（
昭
20
）

年
だ
と
推
測
で
き
る
。
こ
の
と
き
虚
子
は
疎
開
に
よ
り
生
活
の
拠
点
を
長
野
県

小
諸
に
移
し
て
い
る
（
一
九
四
四
～
一
九
四
七
年
）。

　

太
平
洋
戦
争
末
期
の
物
資
欠
乏
の
状
況
を
受
け
て
と
考
え
ら
れ
る
が
、『
ホ

ト
ト
ギ
ス
』
は
一
九
四
五
年
四
月
号
か
ら
一
二
月
号
（
六
～
九
月
号
は
休
刊
）

に
か
け
て
ど
れ
も
表
紙
絵
も
な
く
約
一
六
頁
の
編
集
と
な
っ
て
お
り
、
書
簡
中

に
あ
る
「
僅
に
十
六
頁
位
の
パ
ン
フ
レ
ツ
ト
程
度
の
も
の
を
出
し
居
り
」
の
言

葉
と
も
一
致
す
る
。
ま
た
、
同
年
の
『
ホ
ト
ト
ギ
ス
』
一
〇
～
一
二
月
号
に
は

「
社
告
」
と
し
て
、
郵
便
物
等
は
「
埼
玉
県
北
埼
玉
郡
不
動
岡
町
岡
安
迷
子
方
」

の
「
ホ
ト
ヽ
ギ
ス
仮
事
務
所
」
に
送
っ
て
欲
し
い
旨
が
掲
載
さ
れ
て
お
り
、
書

簡
中
に
記
さ
れ
る
返
事
の
送
り
先
（
岡お
か

安や
す

迷め
い

子し

方
）
と
一
致
す
る
。
こ
れ
ら
の
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点
も
、
本
書
簡
の
執
筆
年
次
が
一
九
四
五
年
で
あ
る
こ
と
の
裏
付
け
と
な
る
。

　

な
お
、
虚
子
書
簡
に
は
「
俳
人
の
顔
を
五
六
人
見
え
坊
で
書
い
て
頂
く
の
も

面
白
い
か
」
と
具
体
的
な
注
文
が
記
さ
れ
て
い
る
が
、
実
際
に
使
わ
れ
て
い
る

表
紙
絵
は
タ
イ
ト
ル
が
「
南
天
」
で
あ
り
（
本
稿
末
【
写
真
②
】
参
照
）、虚
子

の
提
言
は
採
用
さ
れ
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

　

す
で
に
述
べ
た
よ
う
に
、
こ
の
書
簡
で
の
依
頼
に
応
じ
た
鶴
三
の
表
紙
絵
は

一
九
四
六
年
の
『
ホ
ト
ト
ギ
ス
』
一
月
号
か
ら
一
一
月
号
ま
で
使
用
さ
れ
る
が
、

一
二
月
号
は
兄･
石
井
柏
亭
の
表
紙
絵
に
変
わ
っ
て
い
る
。『
ホ
ト
ト
ギ
ス
』

一
九
四
六
年
一
二
月
号
は
六
〇
〇
号
記
念
号
と
な
っ
て
お
り
、『
ホ
ト
ト
ギ
ス
』

と
の
関
係
で
言
え
ば
、
鶴
三
よ
り
縁
の
深
い
柏
亭
が
描
く
表
紙
絵
の
ほ
う
が
記

念
号
と
し
て
ふ
さ
わ
し
い
と
い
う
判
断
が
働
い
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

　

さ
て
、
以
上
の
よ
う
に
『
ホ
ト
ト
ギ
ス
』
の
戦
後
の
出
発
に
際
し
て
鶴
三
が

そ
の
表
紙
を
描
い
た
わ
け
だ
が
、
実
は
鶴
三
は
同
時
期
の
他
雑
誌
の
表
紙
も
手

が
け
て
い
る
。
た
と
え
ば
敗
戦
直
後
の
文
芸
雑
誌
と
し
て
著
名
な
『
人
間
』（
川

端
康
成
ら
に
よ
っ
て
一
九
四
六
年
一
月
創
刊
。
創
刊
号
に
は
虚
子
も
俳
句
を
寄

稿
）
の
一
九
四
六
年
七
～
一
二
月
号
の
表
紙
に
は
鶴
三
の
絵
が
使
用
さ
れ
て
お

り
、
ま
た
光
文
社
の
総
合
雑
誌
『
光
』（
一
九
四
五
年
一
〇
月
創
刊
）
の
創
刊

号
か
ら
一
九
四
六
年
八
月
（
一
九
四
五
年
一
一
月
号
は
除
く
）
ま
で
の
表
紙
に

も
鶴
三
の
絵
が
使
用
さ
れ
て
い
る
。
敗
戦
直
後
は
雑
誌
が
簇
生
し
た
時
期
と
い

う
こ
と
も
あ
る
が
、
日
本
全
体
が
復
興
に
向
け
て
歩
み
出
し
た
時
代
の
な
か
で
、

再
出
発
し
た
『
ホ
ト
ト
ギ
ス
』
だ
け
で
は
な
く
、
こ
れ
ら
の
新
し
い
雑
誌
の
表

紙
を
鶴
三
の
絵
が
飾
っ
て
い
た
事
実
も
指
摘
し
て
お
く
。

　
　
　

お
わ
り
に

　

石
井
鶴
三
が
『
ホ
ト
ト
ギ
ス
』
に
絵
を
提
供
し
て
い
る
の
は
、
本
稿
で
触
れ

た
一
九
四
一
（
昭
16
）
年
三
月
号
の
口
絵
と
、
一
九
四
六
年
一
～
一
一
月
号
の

表
紙
絵
の
二
回
だ
け
で
あ
る
。
今
回
発
見
さ
れ
た
書
簡
三
通
は
い
ず
れ
も
そ
の

二
回
の
絵
の
提
供
に
関
わ
っ
て
お
り
、
そ
の
点
で
貴
重
な
資
料
で
あ
る
。

　

本
稿
で
は
答
え
る
準
備
も
な
い
ま
ま
、
虚
子
に
関
わ
っ
て
本
書
簡
が
提
起
す

る
問
題
に
つ
い
て
最
後
に
簡
単
に
述
べ
て
お
き
た
い
。

　
『
ホ
ト
ト
ギ
ス
』掲
載
の
絵
に
つ
い
て
虚
子
が
直
接
依
頼
し
て
い
る
書
簡
は
管

見
の
限
り
ほ
と
ん
ど
無
い
が
、
今
回
の
［
書
６
─
９
４
］
に
見
ら
れ
る
「
五
色

程
度
の
も
の
を
希
望
致
し
居
り
」
と
い
う
要
望
や
、[

高
田
馬
場
５
─
４
］
の

「
俳
人
の
顔
を
五
六
人
見
え
坊
で
書
い
て
頂
く
」
と
の
提
案
が
示
す
よ
う
に
、虚

子
の
な
か
に
『
ホ
ト
ト
ギ
ス
』
掲
載
の
絵
に
つ
い
て
そ
れ
な
り
の
イ
メ
ー
ジ
が

あ
っ
た
こ
と
が
推
察
さ
れ
る
。
虚
子
が
雑
誌
『
ホ
ト
ト
ギ
ス
』
を
広
く
普
及
さ

せ
た
人
物
で
あ
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
が
、
そ
の
メ
デ
ィ
ア
と
し
て
の
戦

略
の
な
か
に
こ
う
し
た
絵
画
と
い
う
要
素
も
想
定
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
だ
ろ

う
。
小
さ
い
な
が
ら
も
こ
れ
ら
の
書
簡
は
雑
誌
運
営
者
と
し
て
の
高
浜
虚
子
の

新
た
な
姿
を
さ
ぐ
る
手
が
か
り
に
な
る
か
も
し
れ
な
い
。

　
　
　
注

⑴　

引
用
は
『
石
井
鶴
三
全
集
』
第
七
巻
（
一
九
八
七･

五
、
形
象
社
）
よ
り
。

⑵　
『
石
井
鶴
三
日
記
』
第
四
巻
（
二
〇
〇
五･

三
、
形
文
社
）。

⑶　

注
（
１
）
に
同
じ
。

⑷　
『
石
井
鶴
三
日
記
』
第
二
巻
（
二
〇
〇
五･

三
、
形
文
社
）。

付
記

　

本
稿
で
紹
介
し
た
書
簡
の
翻
字
は
荒
井
真
理
亜
氏･

髙
野
奈
保
氏･

多
田
蔵
人
氏･

出
口

智
之
氏
の
各
諸
氏
に
よ
る
も
の
（
文
責
は
若
松
が
負
う
）。
ま
た
、『
ホ
ト
ト
ギ
ス
』
の
調
査

に
関
し
て
は
愛
媛
大
学
生
の
柿
原
和
宏
氏
の
協
力
を
得
た
。
記
し
て
謝
意
を
表
し
た
い
。
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【
写
真
①
】『
ホ
ト
ト
ギ
ス
』
一
九
四
一
年
三
月
号
口
絵
（
タ
イ
ト
ル
「
早
春
」）
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【
写
真
②
】『
ホ
ト
ト
ギ
ス
』
一
九
四
六
年
一
月
号
表
紙
（
タ
イ
ト
ル
「
南
天
」）


